
の
入
学
生
を
対
象
に
教
員
免
許
状

の
取
得
要
件
と
し
て「
教
職
実
践
演

習
」
を
新
設
し
、大
学
は
個
々
の
学

生
の
到
達
度
を
的
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
す
。

教
員
の

資
質
能
力
の
保
証
は

今
や

国
際
的
な
課
題

　

近
年
、米
国
や
英
国
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、ド
イ
ツ
、韓
国
な
ど
で
も
、

教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る
資

質
能
力
の
向
上
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、国
内
で
は
数
年
前
か
ら
各

地
の
教
育
委
員
会
が「
教
師
塾
」
を

開
講
し
、新
任
教
員
の
資
質
能
力
の

向
上
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。昨
年

10
月
に
は
東
京
都
教
育
委
員
会
が

独
自
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
開
発
し
、

将
来
的
に
都
の
教
員
採
用
と
の
連

動
を
試
み
る
な
ど
、採
用
側
か
ら
も

到
達
基
準
の
明
確
化
に
基
づ
く
資

質
能
力
の
保
証
を
求
め
る
動
き
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
生
自
ら
が

目
標
を
決
め
る

学
び
の
体
制
を

確
立

　

兵
教
大
で
は
教
員
養
成
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
実
施
に
当
た
り
、学
生
自

身
が
ど
の
よ
う
な
質
的
側
面
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を
把

握
で
き
、か
つ
常
に
高
い
目
標
と
意

識
を
持
っ
て
学
び
続
け
ら
れ
る
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
と
、組
織
的
な
指
導

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。特
に
次
の

３
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

①�

本
学
の
学
士
課
程
に
お
い
て
養

成
さ
れ
る
学
生
が
備
え
る
べ
き

到
達
点
を
明
確
化
す
る

②�

到
達
点
に
基
づ
い
て
人
材
を
確

実
に
養
成
で
き
る
よ
う
、教
育
課

程
の
順
次
性
・
体
系
性
の
検
証
と

実
質
化
を
行
う

③�

到
達
点
に
基
づ
き
学
生
が
確
実

に
学
習
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
の
適
切
な
評
価
と

学
習
支
援
の
体
制
を
整
備
す
る

　

小
学
校
版
の
教
員
養
成
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
は「
教
師
と
し
て
の
基
本
的

素
養
」「
子
ど
も
理
解
に
基
づ
く
学

級
経
営
・
生
徒
指
導
」「
教
科
等
の
指

導
」な
ど
５
領
域
50
項
目
か
ら
成
り

ま
す
。４
年
間
で
各
領
域
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
身
に
付
け
、知
識
基
盤
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
教
員
の
養
成
を
め

ざ
し
ま
す
。

【
全
国
の
小
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た
第
二
次
調
査
】

２２（
2
0
1
0
）年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
全
国
の
小
学
校
教
員
に
調
査
。8
9
9
人
か
ら
回
答
を

得
て
、第
一
次
調
査
で
特
定
し
た
50
項
目
の
資
質
能
力
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

【
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
完
成
】

5
領
域
50
項
目（
小
学
校
版
）か
ら
成
る
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
完
成
し
、２3（
2
0
1
1
）年
度

の
入
学
生
か
ら
実
施
。

教員になるためには「教師としての基本的素養」を基盤として、「子ども理
解に基づく学級経営・生徒指導」「教科等の指導」、同僚や保護者などとの

「連携・協働」の相互に関連する3領域の資質能力をバランス良く身に付
けることが大切である。このような資質能力は大学4年間を通して、また教
職に就いてからも絶えず向上させることが求められる。つまり生涯にわたって

「学び続ける教師」でなければならない。

↙

連携・協働

子ども理解に
基づく学級経営・ 
生徒指導

教科等の
指導

学び続ける教師

教師としての
基本的素養
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若
手
教
員
の

資
質
能
力
が

よ
り
求
め
ら
れ
る

時
代
に

　
「
知
識
基
盤
社
会
」
と
呼
ば
れ
る

現
在
、新
し
い
知
識
や
情
報
は
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
活
動
基
盤
と

し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。ま

た
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
に
よ

る
国
際
競
争
の
激
化
、少
子
高
齢
化

に
よ
り
、学
校
教
育
の
役
割
は
一
層

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、今
後
10
年
間
で
教
員
全

体
の
約
３
分
の
１
が
退
職
し
、経
験

の
浅
い
若
手
教
員
の
割
合
が
急
速

に
増
え
る
こ
と
か
ら
、彼
ら
の
資
質

能
力
の
向
上
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

兵
庫
教
育
大
学
で
は
平
成
21

（
２
０
０
９
）年
度
の
文
部
科
学
省

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
」

（
Ｇ
Ｐ
）の
採
択
を
受
け
、養
成
す

べ
き
小
学
校
と
幼
稚
園
の
教
員
像
を

「
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド（
到
達

基
準
）」
と
し
て
具
体
的
に
示
す
と

と
も
に
、そ
の
基
準
達
成
に
向
け
て

全
学
的
に
指
導
体
制
を
整
備
し
て

き
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
策
定
の

背
景
に

「
教
職
実
践
演
習
」の

新
設
・
必
修
化

　

兵
教
大
が
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
策
定
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に

な
っ
た
の
が
、18（
２
０
０
６
）年
の

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申「
今
後
の

教
員
養
成
・
免
許
制
度
の
在
り
方
に

つ
い
て
」で
す
。こ
の
答
申
で
は
、①

大
学
で
の
教
員
養
成
を
通
し
て「
教

員
と
し
て
最
小
限
必
要
な
資
質
能

力
」を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

と
、②
教
員
免
許
状
を
教
員
と
し
て

最
小
限
必
要
な
資
質
能
力
を
確
実

に
保
証
す
る
も
の
に
改
革
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、22（
２
０
１
０
）年
度
以
降

教育最前線

「
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」を
策
定
し

 

新
任
教
員
に
必
要
な
資
質
能
力
を
育
む

兵
庫
教
育
大
学
で
は
養
成
す
べ
き
教
師
像
を
示
し
た

「
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」（
小
学
校
版・幼
稚
園
版
）を
策
定
。

学
部
生
が
４
年
間
で
新
任
教
員
に
必
要
な
資
質
能
力
を

身
に
付
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」が
で
き
る
ま
で

【
諸
外
国
の
事
例
調
査
】

平
成
２１（
２
０
０
９
）年
か
ら
２２（
２
０
１
０
）

年
に
か
け
て
、兵
教
大
教
職
員
が
英
国
、米

国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ド
イ
ツ
な
ど
を
訪
問
。

各
国
の
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
そ
れ
に

基
づ
く
教
員
養
成
の
質
保
証
体
制
に
つ
い

て
調
査
し
た
。

【
国
内
大
学
の
取
り
組
み
調
査
】

海
外
調
査
と
並
行
し
て
、北
海
道
教
育
大
学

や
島
根
大
学
な
ど
国
内
１3
大
学
の
先
行
事

例
や
教
育
・
指
導
体
制
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

【
指
導
主
事
等
に
質
問
紙
調
査（
第
一
次
調
査
）】

２２（
2
0
1
0
）年
1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
、兵
庫
県
教
育
委
員
会
や
神
戸
市
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
、近
畿
地
区
の
国
立
大
学
附
属
小
学
校
と
国
私
立
大
学
教
育
学
部
の
教
員
、全
国
の
教
育
大
学

の
教
員
の
計
2
9
5
人
か
ら
回
答
を
得
て
、新
任
教
員
に
求
め
ら
れ
る
力
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

↘

↖

Kyoiku-Shigosen 02



弱
点
を
克
服
す
る

教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
自
分
の
現
状
を

客
観
的
に
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、新
た
な
課
題（
苦
手
な
分
野
）が
分
か
り

ま
す
。総
合
教
職
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
室
の
講
座
を
受
け
た

り
、自
習
し
た
り
す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
す
。

4
年
間
の
学
び
を
最
終
確
認

「
教
職
実
践
演
習
」で
4
年
間
の
学
び
を
総
点
検
し
ま
す
。

学
習
や
体
験
を
記
録
す
る

授
業
や
実
習
、制
作
作
品
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を「
Ｃ
ａ
ｎ
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ

ノ
ー
ト
」に
記
録
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
気
づ
き
を
蓄
積
し

て
い
き
ま
す
。

学
び
を
振
り
返
る

授
業
や
実
習
の
後
は
Ｃ
ａ
ｎ
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ノ
ー
ト
で
過
去
の
記
録
を

振
り
返
り
、ど
の
よ
う
な
発
見
や
成
長
が
あ
っ
た
の
か
を
確
か
め

ま
す
。

【学生の  必須アイテム】

【4年生後期】 【1～4年生】
（Step3～6は卒業まで何度も繰り返します）

CanPassノートのマニュアルも用意

◎学校教育学部卒業生の皆さまへ
総合教職キャリアセンター設置準備室では、調査と研究の推進（Research & Development）の一環として、今年初め、学校教
育学部の卒業生に「卒業後のキャリアと大学での学びに関するアンケート」を実施し、581通の回答をいただきました。ご協力い
ただきありがとうございました。アンケート結果は、教員養成大学におけるキャリア形成支援の研究に活用し、その一部を本学のホ
ームページなどで報告する予定です。また、皆さまからの「後輩へのメッセージ」は抜粋してまとめ、在学生全員に配布しました。

ハンドブック

　教員養成スタンダード

の手引として作成したもの

で、学生は自身の現状（段

階）を把握し、次の学習目

標を立てるために用いま

す。教員もこのハンドブッ

クを活用し、一人一人に

合った指導に当たります。

教員養成スタンダードによる学びをより効果的・発展的にする学内の取り組み

　平成23（2011）年度から、兵庫教育大学では文
部科学省の特別経費を得て「学部と修士課程・専
門職学位課程との接合による新しい教員養成の在
り方」についての研究を始めました。この研究は、中
央教育審議会の「教員の資質能力向上特別部会」
で検討されている教員養成の修士レベル化（4プラ
スアルファ）に対応したモデルカリキュラムの開発や
学校現場等との互恵的な教育実習モデルの開発、
現職教員が大学院で学ぶ場合の柔軟な修学方法

（長期休業、夜間、ICTの活用等）などを主なテーマ
とします。
　開学以来、30余年にわたって5,000人以上の現
職教員の研究・研さんの場となってきた兵庫教育大
学の知見を生かして、今後も高度な実践力を身に付
けた教員の養成を、またそのための不断のカリキュラ
ム改革を進めていきます。

＂4プラスアルファ＂の教員養成に対応した
体系的・機動的教育システムを開発

名須川知子（教員養成カリキュラム改革推進室長）

　兵庫教育大学では「総合教職キャリアセンター」
の開設に向けて昨年度、設置準備室を立ち上げまし
た。同センターの構想では、学生の入学から卒業・教
員採用に至るまで、さらに教員になってからも主体的
に学び、教員としての力量や資質、態度を形成し、豊
かで幅広い人間性を育めるよう、キャリア形成支援
に積極的・継続的に取り組む計画です。
　そのために、①教員養成におけるキャリア教育
についての調査および研究の推進（Research & 
Development）②講座等を通じた、さまざまな学びや
体験、社会人基礎力養成の支援（Support）③学内
の研究施設間の連携の推進や、正課と正課外の諸
活動の有機的結合（Coordinate）の3本柱を設定し
ています。同センターの開設によって大学全体のキ
ャリア形成支援の取り組みがより分かりやすく、利用
しやすいものになると考えています。

「総合教職キャリアセンター」を設置し
卒業後のキャリア形成も支援

新井�肇（総合教職キャリアセンター設置準備室長）
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教育最前線

教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
く

４
年
間
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

高
校
時
代
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
合
宿
研
修
な
ど
で
高
校
時
代
ま

で
を
振
り
返
り
ま
す
。現
在
の
自
分
を
客
観
視
す
る
こ
と
で
、自
分

に
足
り
な
い
も
の
や
伸
ば
す
べ
き
も
の
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

教
職
に
つ
い
て
知
る

「
教
職
原
論
」な
ど
の
授
業
で
学
校
教
員
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
で
、卒
業
ま
で
に
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
示
さ
れ
て
い
る

資
質
能
力
を
身
に
付
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
意
識
を
高
め
ま
す
。

自
ら
の
学
び
を
設
計
す
る

教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
手
掛
か
り
に
自
ら
の
課
題
を
発
見
し
、

新
た
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、次
の
学
び
に
向
け
て
計
画
を
立

て
ま
す
。

【1年生前期】

【学生の  必須アイテム】

教員養成スタンダードは
学びの指針

教員養成スタンダード推進機構
研究開発委員会副委員長

別
べっ

惣
そう

淳
じゅん

二
じ

　兵教大の教員養成スタンダードは、学生が卒

業するまでに教員として必要最小限の資質能力

と、それらを教員になってからも向上させていくため

の「学び続ける力」の両方を身に付けることをめざ

しています。

　教員養成スタンダードは、学生にとって教員に

なるための4年間の学びの指針のようなもので

あり、これを手掛かりに自身の学習成果を評価し、

到達度を確認していきます。CanPassノートを活

用して学年ごとに自らの成果と課題を明確にし、そ

れを意識することで、次年度の学びがより高度で、

つながりのあるものになると考えられます。

CanPass
ノート

　平成23（2011）年度の

入学生から導入した電子ポ

ートフォリオシステム。学生

は学内のパソコンを使って

日々の授業や実習で学んだ

こと、気付いたことを記録し、

学習の振り返りに役立てま

す。また、クラス担当教員と

の面談の際には、事前に双

方がCanPassノートの記録

を確認しておくことで、より

深い話し合いになります。
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